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投票日にサイレン吹鳴

四月十七日の県議選挙む投票

日Kサイレンを吹鳴します。

火災とお間違ヤKtJ:ら左いよ

うお願いします。

・吹鳴時間 午前七時一分間

連続吹鳴(選挙管是委員会)
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た
岳
、
四
月
か
ら
的
中
率
が
て
く
だ
き
い
。
と
く
に
新
人
の

二
倍
に
な
る
連
勝
複
式
の
舟
券
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

を
発
売
し
て
告
り
ま
す
。

会

場

大

村
市
中
央
公
民
館

場
内
忙
は
約
百
七
十
平
方
メ
会
期
五
月
十
七

H
か
ら

ー
ト
ル
の
子
供
遊
び
場
を

つ

く

五

月

三

十

日
ま
で

(
選
挙
管
理
委
員
会

)

b

、
ス

ベ
り
台
、

シ
ー
ソ
ー、

ω作
品
の
部
門
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zz・2
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プ

ラ
ン
ゴ
、
ま
た
古
い
ボ

l
ト

才

一

部

洋

画

部

を
利
用
し
た
ボ
l
ト
を
備
え
つ

才
二
部

日
本
国
部

け
ま
す

の
で
、
治
家
族
連
れ
で

才
三
部

南

画
部

沿
出
か
け
く
だ
さ

い
。

才
四
部

書

道
部

(
事
業
課
)

示
五
部

写
真
部

方
六
部

商
業
美
術
部

大
村
市
美
術

オ
ノ
協
会
で
は
才
三
才
七
部

彫
塑
工
芸
部

、

才

八

部

版
画
部

土民

田
市
総
合
美
術

主
」
展
覧
会
を
開
催

ω出
品
資
格

開
い
た
し
ま
す
。

大
村
市
在
住
者
一

般
(
似
し

を

美

術

同

好

の

小

・

中

学

生

を

除
く
〉
職
場

企
A

方
は
、

ふ
る

つ

が

大
村
市
に
あ
る
通
勤
者
は

て
出
品
参
加
し
在
住
者
に
準
守
る
。

仁

日
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
己

午

前

七

時

か

ら

投
票
時
間
は

午

後

六

時

ま

で

何
も
れ
な
く
投
票
い
た
し
ま
し
ょ
う

大
村
競
艇
は
本
年
四
月
で
開
式
典
・
祝
賀
花
火
・
放
鳩

設
十
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ム
初

日

(
十
九
日
)
か
ら
三
日

こ
れ
を
記
念
し
て
四
月
十
九
日

〈
二
十
一
日
)
ま
で
の
入
場

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
五
日

者
の
う
ち
か
ら
、
毎
臼
三
十
名

聞
特
別
レ
l
ス
と
し
て
、
全
日
を
拍
せ
ん
し
、
快
述
艇
で
臼
島

本
覇
者
決
定
戦
を
開
催
し
、

つ

を
一

周
遊
覧

(
抽
せ
ん
し
た
翌

ぎ
の
よ
う
左
記
念
行
事
も
ゐ
こ
日
乗
艇
)

な
い
ま
す
。

ム

初

日
か
ら
三
日
固
ま
で
の
入

ム
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
記
念
場
者
先
着
千
名
に
組
品
進
呈

' 、

f 、

市民の美術展覧

，

春

の

大

掃

除

を

四

日

ま

で

の

一

週

間

④

床

下

は

と

く

に

よ

く

掃

除

し

を

埋

め

る

か
、
排
水

を

ぷ

実

施

要

領

漁

気

の

ひ

ど

い

と

こ

ろ

は

、

ゅ

う

ぶ

ん

に

す

る

。

…

四

月

十

八

日

か

ら

①

家
屋
内
外
の
き
た
な
い
と
こ
石
灰
左
ど
を
ふ
り
乾
燥
さ
せ
⑦
ゴ
ミ
搬
出
区
域
内
で
、
大
…

川

二

十

四

日

ま

で

に

ろ

を

よ

〈

掃

除

す

る

。

る

。

掃

除

の

た

め

多
量
に
出
た
ゴ
…

②
室
内
に
日
光
が
さ
し
こ
む
e

よ
⑤
下
水
溝
、
便
所
在
ど
も
よ
く
ミ
は
ま
と
め
て
容
器
(
木
炭
川

一
春
の
大
掃
除
を
市
内
の
こ
ら
う
に
考
え
、
空
気
が
よ
く
と
掃
除
し
衛
生
害
虫
(
う
じ
む
の
あ

き
俵
古
か
ま
す
等
)
に
…

ヤ
お
こ
な
い
、
健
康
で
明
る
い

治
る

よ

う

に

す

る

。

し

さ

と

)

の

発

生

を

防

止

す

入

れ
ゴ

ミ
箱
の
そ
ば
に
沿
い
…

町

環

境

を

り

く

り

ま

し

ょ

う

③

た

た

み

、

上

敷

た

ど

は

日

光

る

。

て

く

だ

さ

い

。

も

え

な

い

も

…

町

一期

日

に

よ

く

さ

ら

し

、

乾

燥

さ

せ

⑥

汚

水

が

た

ま

っ

た

り

、

湯

気

の

は

別

に

し

て

沿

い

て

く

だ

…

ザ
四
月
十
八
日
か
ち
四
月
二
十
る
。
t

が
ひ
ど
い
と
こ
ろ
は
、
主
れ
さ
い
。
(
保
険
衛
生
課
)
…
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ω出
品
作
品

の
制
限
と
点
数

判
出
品
作
品
は
自
作
、
未
発

表
の
も
の
に
限

る。

刷
出
品
点
数
は
各
部

一
人
三

点
以
内
と
す
る
。

ω出
品
手
数
料

科
部
門
ご
と
に
百
円
を
納
入

す
る
。

ω出
品
申
込
期
日

五
月
十
日
午
後
五
時
ま
で

ω作
品
搬
入

五
月
十
五
日

t
十
六
日
の
正

一午
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ

た
お
く
わ
し
い
規
定

に
つ
い

て
は
中
央
公
民
館
へ

お
た
十

ね
く
だ
さ
い
。(

教
育
委
員
会
)

…
育
児
相
談
日
を
変
更
…

川
四
月
十
七
日
の
福
重
出
川

張
所
の
育
児
相
談
日
を
山

川
四
月
十
九
日
に
変
更
し
川

ま
す
。

訂
正

四
月
一
日
号
で
天
然
痘
の
予

防
接
種
の
実
施
時
聞
が
午
後

一
時
三
十
分
ま
で
。
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
午
後

一
時

三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
ま

で
の
あ
や
ま

b
で
し
た
の
で

訂
正
い
た
し
ま
す
。
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間
刷
問
固
と
関
凶
四
の
講
座

ム
会
場
(
講
義
)
中
央
公
民
館

自
動
車
練
習
所
ゴ

1

大村市政だよ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
仇
き

な
が
ら
学
び
た
い
人
々
の
た
め
ム
実
習

に
、
つ
ぎ
の
こ

つ
の
青
年
学
級

を
開
き
、
受
講
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

希
望
者
は
、
四
月
十
八
日
ま

で
に
、
市
教
育
委
員
会
、
社
会

教
育
説
(
電
話
二
四
五
七
)
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス

ム
定
員

三
十
名

ム
対
象
市
内
在
住
の
二
十
五

才
以
下
の
勤
労
青
年
ハ
男
女

を
問
わ
な
い
)

ム
受
講
費

テ
キ
ス
ト
代
、

実

習
費
の

一
部
を
負
担
す
る
こ

自

動

車

道

転

講

座

と
が
あ
り
ま
す
。

ム
期
日
、
時

間

ム

開

講

日

四
月
二
十
五
白

四
月
中
句
よ
り
十
月
末
ま
で

(

木

曜

日

〉

毎
週

一
円
、
午
後
六
時
よ
り

農

業

講

座

八

時

ま

で

ム

目

的

所

得

を

ふ

や

し

、
生
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予
防
注
射

活
を
豊
か

に
す
る
新
し
い
農

業
の
経
営
者
を
め
ざ
す
若
い

人
む
た
め
に
、
実
際
に
役
立

つ

「
経
営
の
知
識
」
を
学
ぶ

ム
期
日
、
時
間

四
月
中
句
よ
り
来
年
三
月
ま

で
、
毎
月
芳
一
才
三
火
曜
日

午
後
七
時
よ
り
九
時
ま
で
。

ム
会
場

講
義

1
中
央
公
民
館

調
査
、
視
察
H

現
地

ム
定
員

三
十
名

ム
対
象

自
動
車
詩
座
に
同
じ

ム
受
講
費
実
費
負
担
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ム

開

講

日

四
月
二
十
三
日

(
火
曜
日
)
午
後
七
時
よ
り

(
教
育
委
員
会
)

四
月
+
九
日
U

黒
木
停
留
所
四
月
二
十
三
日

1
溝
陸
公
民
舘

(
十
時
J
十
時
半
)

(
十
一

時
J
十
一

時
半
〕

四
月
十
九
日

l
黒
木
小
学
校
四
月
二
十
三
日
リ
三
浦
出
張
所

ム
料
金
登
録
手
数
料
三
百
円
(
十
一
時

t
十

一

時

半

)

(

十

三

時

J
十
四
時
)

注

射

手

数

料

百

四
十
円
四
月
十
丸
田
H

萱
瀬
出
張
所
四
月
二
十
三
日
U

三
浦
西
部
農

ム
注
意

(

十

三

時

j
十
四
時
半
)

協

日

て

犬
は
必
す
く
さ
り
か
、
丈

四
月
十
九
日

l
萱
瀬
第
一
農
協

(
十
四
時
半
J
十
五
時
)

刊

夫
友
ひ
も
で
引
い
て
く

だ

さ

(

十
五
時

1
十
五
時
半
)

四
月
二
十
四
日
日
鈴
田
出
張
所

月

ぃ

。

四
月
二
十
二
日
リ
竹
松
出
張
所
(
九
時
半
J
十
五
時
)

年

二

、

こ

の
日
程
が
終
了
し
た
後

(

九
時

t
十
六
時

)

.

四
月
二
十
五
日
リ
大
村
保
健
所

目

圃

は

未
登
録
未
注
射
の
犬
は
捕
四
月
二
十
三
日

1
今
村
公
民
舘

(
九
時

I
十
五
時
)

mm
圃

獲

さ

れ

ま

す。

(
十
時

t
十
時
半

)

ハ

保
険
衛
生
謀
〉
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犬
め
登
録
と
狂
犬
病
の

固定資産税と国民健康保険税

の徴税令書を十五日に
昭和38年度の固定資産税と、保険税の仮決

定分(4月期から 6月期まで)の令書を4月

15日に郵送いたします。ゐ手許に届かなtJ、っ

たり、沿わか T'にt:J.らえ主い ときは税務課にお

尋ねください。 (税務課〉
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参 と者すぎに
集買 は 。の よ
く 受 当 と b
充代自 治

さ 金定 り差
い持刻 ‘押
。参 ま 公 え

ム
代
金
納
付
期
限

四
月
二
十

学

校

給

食

の

六
日

午

前

十
一

時
三
十
分

調

理

員

を

募

集

ム
公
社
の
譲
渡
本
認
が
得
ら
れ

学
校
給
食
の
調
理
員
一
名
を
な
い
場
合
は
先
却
決
定
を
取

つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
り
消
し
ま
す
。

資

格

公

売

物

件

①

満

十
八
才
よ

b
満
三
十
@
電
話
加
入
権
大
村
局
二
千

才
未
満
の
女
性

'

二
百
五
十
三
番

②

身

体

強

健

在

る

者

②

電

話

加

入

権

大

村

局

二

千

申

込

期

限

、

場

所

九

百

十

八

番

四
月
十
五
日
午
後
四
時
ま
で
③
電
話
加
入
権

大

村
局
八
千

市

教

育

委

員

会

二

百

四

十
三
番

四
月
十
七
日

(
水
曜
)
松
原、

提
出
書
類

④
電
話
加
入
権
大
村
局
八
千

地
区
で
実
施
予
定
で
し
た
が

¢

履

歴

書

二

百

六

十

七

番

四
月
一

一十
六
U

K
変
更
し
ま

②

健

康
診
断
書

一

⑤
電
話
加
入
権
大
村
局
二
千

す。

(

教

育

委

員

会

)

七

百

三

番

(

税

務

課

)

奨
学
生
を
募
集
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狂
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予
防
注
射
日
を
変
更

お
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入
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を

公
売

ム
日
時

四
月
二
十
六
日

午
前
十
時

ム
公
売
場
所

市
税
務
課

ム
公
売
方
法

ム
公
売
保
証
金

百
分
の
十

一
般
競
争
入
札

見
積
価
額

の


